
ボタン１つずれたっていいじゃない
心がけたいのは間違えてもいい雰囲気づくり
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認知症の人の心に届く関わり方



理解する・受け止める

物忘れの症状
（中核症状）

・体験したことそのものを忘れる
・日時・場所の理解が
できなくなる
・言葉がうまく出なくなる

困った症状
（行動・心理症状）

・大声を上げる
・ひとり歩きや妄想が現れる
・暴力を振るう など

認知機能
の低下

進
行

進
行

注意したり間違いを指摘したりせず、
認知症の人の感じていることに寄り
添い、とにかく安心させるような対応
を優先すること。そうすれば困った
症状が軽減します。

この進行を防ぐためにも、
もの忘れを責めないこと
が大切。本人の不安が
減り、穏やかになります。



”さしすせそ”の魔法の言葉かけ

『さ』 ・・・さすがですね

『し』 ・・・知らなかったです！勉強になりました

『す』 ・・・すごいですね！素敵です！

『せ』 ・・・センスありますね

『そ』 ・・・そうなんですか！尊敬します

☆相手に寄り添い安心感を届けよう！



思いを上手に受け止めましょう

・まだごはんを食べていない

・財布を盗んだだろう

・コツコツ集めてます

・風呂には入ってきました。今日はやめておきます

・お久しぶりです。元気でしたか



1人で頑張らない！

1人で抱えてしまうのは、
こんなことが原因



思いを上手に受け止めましょう



自分をいたわる

自分の人生、
大切にしていますか？



その人の心に届くような関わり方を・・・
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